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 子どもたちの文字を見ていると …国語の学習から  

 まとめの時期になると，国語では漢字５０問のテストがあります。苦手に

している子が多いテストです。子どもとは意味が違いますが，私もこのテス

トの採点をするのは苦手でした。そういう教員は多いと思います。 

 まず，１枚のテストを採点するだけで結構な時間がかかります。それが，

３０人分もあるともなると，相当な時間と根気や集中力が必要になります。 

そして，私の経験上，厄介なのが，子どもたちの書いた漢字を見ていると，正しい字が分からなくなってし

まうときがあることです。これは，このテストに限らず，ノートやワークシートに書かれた子どもたちの字を

見ていても起こります。歌を歌っているときに，隣で音を外されて歌われると， 

それにつられて正しい音がわからなくなるのに似ています。 

 

その１ へたっくそで，字の形はおかしいのですが，あっている場合 

字のバランスが悪く，縦長だったり，横長だったり，必要以上に間があいていたり，頭でっかち 

だったり…というもので，正しい字に見えないのですが，よく見るとあっているという字です。 
 

＜例＞活字では説明しにくいのですが，縦の罫線だけのノートやマスのないプリントなどに書かれた字は，縦長に 

なると変なことが起こります。「羽」「立」「日」と縦に並んでいるのですが，「羽」と「立」がくっついてい 

て「日」が離れていると「翌日」に見えます。ところが「羽」と「立」が離れ「立」と「日」がくっついて 

いれば「羽音」と見えてしまいます。子どもは「翌日」と書いているつもりでも，「羽」の部分を縦長に書い 

てしまうと「羽音」に見えてしまうこともあります。 

 

その２ 正しい字に見えるのですが，何かが違う場合 

注意深く見ないと見逃しそうな誤答，正しい中に紛れていると意外と気づかない誤答があります。 

そこを注意してみるのが教師なのですが…。 
 

＜例１＞「けつろん」→「決論（×）」「結論（○）」や「ぎゃくてん」→「逆点（×）」「逆転（○）」など，意味の 

上でもごまかされそう（語弊があります）になります。 

＜例２＞子どもたちの中には，似ている漢字「因」⇔「困」や「難」⇔「勤」などの混乱，「困難」が「因勤」とな 

ってしまうような混乱があります。教師にとってもこれらはミスを見逃すミスをしそうになります。 

      ＜例３＞「あれ，これって横線は三本だったっけ」「この字は下の線が長かったっけ」など，かなり悩まされます。 

 

短い時間で効率よく採点をしようと思うのですが，そんなこんなで結構な時間がかかるのです。漢字を正し

く書くこととともに，正しく採点することも難しいことなのです。 

漢字のテストを自己採点させることもあります。その結果を見せるように指示をし，正しく採点できている

かチェックをします。私は子どもが×を付けた字ではなく，○を付けた字を注意深く見るようにしていました。

自分で×を付けたものは間違いに気づいているのでＯＫですが，間違っている字に○を付けていたら間違え

た字を覚えてしまいます。結構，何人もの子が，間違えている字に○を付けてきます。 

正解を見ても間違いに気づかないことは，大人でもやってしまうミスかもしれません。 
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【おまけ その１】 笑ってしまう誤答 

採点をしていると，思わず吹き出してしまう誤答が出てきます。イチイチ突っ込みたくなります。 

 

「クジラがしおをふく」      →「クジラが湖をふく」 

                         クジラがふいた潮で湖ができたってこんけ？ 
 

「てっきんコンクリート」     →「鉄筋コンクール」 

                         つい○しちゃったじゃん。そんなコンクールあるわけねぇじゃん。 
 

「こまったかお」         →「困った親」 

                         まぁウチの息子に言わせりゃぁ，そう言うかもしれんけどね。 
 

「すいめんにひかりがはんしゃする」→「水面に光が発射する」 

                        マジンガーＺの発進シーン（ご存知ですか）みてぇじゃん！ 
 

「すりむいたきずがいたい」    →「すりむいた腹が痛い」 

腹をすりむくって，どんな転び方をしたでぇ？ 

 

おもしろい「マチガイ」が他にはないかと，インターネットで調べてみたら，漢字の間違いの他に，次のよ

うなものを見つけて夜中に一人で笑っていました。 

 

「あたかも」を使って短文を作れ。      → 冷蔵庫に牛乳があたかもしれない。 

「どんより」を使って短文を作れ。      → 僕はうどんよりそばが好きだ。 

「みるみるうちに」を使って短文を作れ。   → ヤクルトおばさん「ミルミル」うちに持って来る。 

「あながち」を使って短文を作れ。      → お尻のあながちょっとかゆい。 

「○光石○」の○に漢字を入れ四字熟語を作れ。→ 出光石油。 

 

 

【おまけ その２】 一見，矛盾している「逆順配当漢字」 

漢字を学んでいく順はどの順がいいか，その順は難しい問題をはらんでいます。 

小学校で学習する漢字は，全部で１０２６字もあります。この１０２６字を，どの 

学年で学習するのかは，学習指導要領の「学年別漢字配当表」に定められています。 

…ちなみに，中学校３年間で学ぶ漢字は１１１０字ですが，中学校ではどの学年でどの字を学ぶとは定められていません。 
 

さて，小学校の学年別の漢字配当表を見ますと， 

学習順が逆では？ という関係の漢字があります。 

例えば，「線」という漢字は２年生で学習しますが， 

その一部にあたる「泉」は６年生で学ぶのです。 

「逆順配当漢字」といいます。「村」と「寸」な 

ど，何十もあります。先に「泉」を学び，その後に 

「線」を学ぶ方が，合理的だと思いますが，子ども 

たちの生活に近い漢字から先に学習する，子どもた 

ちがよく使う言葉から先に学ぶという方針によっ 

て，「泉」を学ぶよりも先に「線」を学習すること 

になっているとのことです。 


